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凡例
I 木克献は、統制経済(第一篇)、戦時経済(第二篇)及びその木質把握の篤に、必
~~とされる預備的概念(序篇〉に閲する文献を、雑誌論文を除き、能ふ限り、殆
と、洩れなく網羅した積りで、ある。
E 参照の筒閣は、立教大事国書館・東京帝闘大製経済挙部研究室戴書、京都帝園大
皐園書館文獄日銀、麗騒義塾大翠園書館文献目録、資源局鞍時財政金融関係資料
同銀(昭和七年〉を漁滋した。不日書の部は出版年鑑、東京堂月報及び各官公私立
各大祭出版にかLる諸研究雑誌、の文献日銀を参照し、洋書の部の中では Othmar
Spann: Bibliographie der Wirtschafts-und Sozialgeschichte dcs Welt-
krieges， Wien， 1923. Carnegie Endowment for Interpational Peacc. (Ec・
onomic and Social History of the Wor1d iVar).その他を利用した。それ
以外に、各方面の特殊な御使宜に預ったものも少くない。所を得ないが、深甚な
る誠意を表する弐第である。
E 忽卒の聞に纏めたため粗漏の撒も多い事と恩はれるが五細を問はず御叱正を得れ
ば幸ひである。
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